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「走るのもゆった ηした気 持ちでJ

80績をこえて走 ηつづけるマラ ソン おじさ

ん(富山市の岡田二朔さん一一次頁参照)
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機械化農業の推進役

昭和28年、農業機械化促進法が制定され、機械化を促

進するための方向づけがなされた。富山県でも、 37年に

トラクタ一研修が始められ、 39年設置の農業講習所研修

科で本格化された。富山市布市に農業機械研修所がつく

られたのが47年 。現在の研修所は、昨年移転新築された

ものである 。

研修所がめざすのは、機械化の実態にあわせた技術の

取得向上のための研修の実施である 。 このため、近代化

農業の中核となる営農集団を対象に、大型トラクタ一、

コンパイン、ライスセンタ一、育苗センターの研修を行

ってきた。 また最近は、各農家への中 ・小型機械の普及

に対応し、中型トラクターなどの特別研修を拡充しよう

としている 。農家の婦人などから、再教育の希望が殺到

している 。

トラクターやコンパインのエンジン音が、研修所の広

い運転練習場と作業練習は場に響き渡り、富 山県農業の

力強い発展を約束するかのようだ。

格納庫前でトラクタ ーの整備に余念がない

後 ろ は 本 館

午前中は講義

短時間でマスターしようと講師も

受講者も必死だ

広 大 な 作 業 練 習 ほ 場 で は

コンパインの実習が
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‘'走りつつ、けて45年 ~~~I~~~~I~~~~蕊
岡田二朔 さん (83歳・富山市東団地方)

トレ ーニング姿でl苫に 骨太で長身の岡田さ

んはとても 83織には見えない

岡田 さんの名刺は変っている。「昭和 9Jから始まって「昭

和49J まで、岡田さんがこれまでに走った コースと年次がび

っしりと印刷されている。終戦まで朝鮮にいた岡田きんが、

「郷土訪問マラソン」と銘つって下関一大阪一東京一富山間

を走ったのが昭和 9年。岡田さんが37歳の時だ。この時は 3

年聞のトレーニングを積んだという 。以来、このような長距

離マラソンは23回。奥さんの富美子さん (68歳)と 2人で営む

「文具商」の肩書きよりも、 「マラソンおじさん」の名で知

られるようになった。一番よかったコースは、昭和14年の満

州、ト朝鮮 本リ・トト北海道一樺太国境問の完走だったと振り返

られる。 3か月をかけて走った最長コースでもある。

毎朝10kmのマラソンは 戦争中を除いてずっと続けられて

いる。 iなぜマラソンを?J と聞くと、 「酒の失敗で、これ

だけ飲んだらもう結構だ これからは体のためにとマラソン

を思し、立った」とし寸答が返ってきた。 i健康でなければ幸

せでなしっというのが岡田さんのモ ッ トーである。また、「体

のためにスポーツをやるときは、 心がイライラしてはいけな

い。ゆったりした気持ちてい」とも 言われる。新しいものより

古いもののほうが好きだという岡田さんは、マラソン途中で

古い民家を見かけると 、つい立ち寄ってみたくなるそうだ。

気持ちの安らぎがそこにある ー・… 。
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こ うして欄干に よ林寺さんの家はお寺さん

って作る ことも

‘'短曹欠を友にきたみ
林 寺棋 子 さん (76歳・小杉町浄土寺)

雨の日などは 2階で 1時 間 ほ ど 走 η回る

-会って、おしゃべりが一番いい袋三三訴さ:~~~~~~i:
砺波市栴檀山・寿 光会のみなさん

砺波市棉檀山東別所は、四方を山で固まれている。砺波平野から上って来る道路のすぐそば、

見過ごしてしまいそうだが、一台の古いパスが停車一一いや、設置きれている。このパスが、

老人クラブ「寿光会」の皆さんが集まる ホ老人想いの家かだ。

中へ入ると、 14枚の畳が敷きつめである。ハンドルのあった場所には流し台が、そのほか電

灯、テーブル、座ぶとん、テレビ、扇風織一一みんな、会員が持ち寄ったり、地区民からの寄

付を受けたりしたもの。パスの外には、地区の若者達の協力で、老人専用の簡易便所が最近で

き上った。 iこれてい、非常に集りやすくなったJ(会長の竹部さん)。

明るく、夏は風通しがよく、冬は暖房 しやすく、大成功の憩いの家だ。道を歩いていると、

パスの中に仲間の顔が見え、 1人 2人と人数が増えてし、く 。お茶を入れ、お菓子 をつまみなが

ら、部落でおこ った出来事や昔話に花が咲く 。老人達は一様に、こ うして顔を見合わせ、よも

やまの話をしている時が一番幸せだとい う。 iあそこへ行けば誰かいるJiひまになったからち

ょっと」と、ここには、 J瓜1虫はない。

市から苗木の援助を受けて、パスの前に ホ老人緑の園かもつくられた。会員と地区民が力を

合わせて整備 したもの。キリシマ、サザンカ、サツキ、松など、育てた苗木は会の活動資金に

もなる。手入れをする老人達の顔は、みな明るく輝いていた。
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最高齢者は94歳仲睦じくお経の練習
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「体が弱いので、自然、歌が友だちになったのでしょうね。

夜中てもパッ ととび起きて書 きつけたりして、こちらがび、っ

くりするほど熱心です。つくるものは歳より 若々しいですね」

これは、 ご主人 (雷洲さん、 78歳)の批評。 …・・・林寺 さんと

短歌の結びつきは早 〈、 実母の一三美(ヒソミ)さんが「紫苑

短歌」 の同人であったことから始まる。 iよく母にすすめら

れましたが、新聞に初投稿した時は非常に喜んで‘く れました」

と思い出を語られる。この一三美きんが亡 くなられた時のこ

とを書いた歌が「紫苑短歌」に載り、同人に加わってから、

林寺 さんの歌は本格化した。先生方や同人の批評が励みにな

3 

ったそうである。

「どんな歌をつくろうとは思わない。旅先で何かを，思った

り、孫がやさしい言葉をかけてくれたり、いさかいした時、

思いついたとおり書」きつづけた歌杭今では 6冊のノートに

なっている。歌をつくるおもしろさは、「自分でいいなあと思

った歌をつく ったときは本当にうれしい」という 言葉の中に

あるのだろう 。

「時局批判の歌もっくりますよ」とはご主人の言葉。花の

歌は、花の名を知らないため数は少い、どちらかといえば、

家庭の中のことを歌ったものが多いそ うである。 i孫がから

かえば、なおさら大声で詠み上げる」と、楽しそうだ。昭和

46年、金婚式の記念に手製の歌集をつく って、息子 さん 4人

に分けられた。来年、 喜寿の記念には、今度は息子 さん達が

林寺 さんの歌集をつくろうと意気込んで、おられる|とか。



.子どもたちにさ2どごfE~5~託手.'.

:~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~t~~~gささ中国語の夢を
柿 谷米次郎きん (84歳 ・高岡市高陵町)

日曜日の午前、 高岡市児童文化センターの一室に、子ども

達に中国語を教える柿谷さんの声が響き渡る。とても84歳と

は思えない、張りのある声だ。 ，中国語は発音ができなけれ

ばだ‘め」と、最初の 1年間(初等科)はみっちり、発音と文字

(簡体字を含む)を覚えこませる。

ところで、柿谷さんの中国語に対する執着は、戦前中国大

陸にいた頃につくられた。大連(現在の旅大市)の商業学校で

は ホ支那語科砂 の生徒。卒業してからの職業は新聞記者だっ

た。 しかし戦前に県内へ帰ってからは、中国語の必要はなく、

柿谷さん自身も忘れた形になったとし寸 。柿谷さんに中国語

への情熱が再び、戻ったのは 9年前。奥さんが亡くなられ、「つ

まらないし、ひとつ中国語でも」 と、伏木錬成館で夜学。戦

前の下地 もあって、 3年目には副師範として教える側に。そ

して小学校4年生から中学生までを対象にした中国語クラブ

が児童文化センターにつ くられたのは昭和48年だった。 ，結

成半年後に交通事故で入院。その時は、伏木錬成館の先生だ

った放生和子さんが応援に来て下さ って、 何 とかクラブを続

けることカfていきた」という思い出も。

現在のクラブ員は、初等科、普通科あわせて14人。市内の

あちこちから通って来る子ども達を教えながら、 「気が若く

なるJ'教えながら自分も勉強」 と楽しそう 。 ，将来、中国語

が必要になる時がき っと来る」 と、 子ども達に中国語への夢

を託す柿谷きんである。

よ。一一(石川作太郎さん、70歳)

みんな しあわせそ うだ。 畑の手入れに汗を流したあとは、

近くの老人福祉センターへ寄って入浴。 収穫物を前に、仲間

と自慢話、苦労話を語らつ ひと時を楽 しみにしている。みん

な、老人農園へ通うようになってから知り合った仲間ばかり

だ。市内のあちこちから、平均して週に 2度ほど、 自転車や

パスて‘農園の手入れに集ってく る。

世話役をしておられる加納豊治きんに聞くと 、 「みんな熱

心です。雨が降った次の朝、心配になって飛んで、来た人も。

-ナスや大根を前に自慢話22
富 山市老人農園のみなさん

富山市呉羽山の麓にある老人農園。でき具合は?

一一 ナスとネギと大根を 7月はじめに収穫した時はうれし

くて。大根は柔かくて、辛くなかった。八百屋のよりもよか

ったよ。一一(松下三之祐きん、 73歳)

一一一終戦直後に鍬を握ったことがあるっきり 。白菜なんか

手に負えるかどうか。ても、丸まらない葉っぱだけでも、自 中には、そろそろ来ればと，思っているのに、 ナスが大分大き

分で、作ったと思えばしあわせ。秋はミヤシゲ大根とカブラだ。 くなってから来る。ても老人は、大き くなったのをかえって

一一一(宮島正夫さん、 70歳) 自慢しています」どいうことだった。と もあれ、 老人たちは

一一家では食べきれないから、近所や親戚に配った。 ，本 皆元気一杯、 「草むしりが一番嫌い」といいながらも 、せっ

当にできたのか?買うて来たんじゃないか」なんて言われた せと農園通いが続く…・。

張

ら」と謙遜されるが、 ひたむきな探求心の成果は、床の間を

美しく飾っていた。

1年前、病気になったこともあって、公けの仕事をみんな

やめられた。38年間つとめた民生委員、児童委員は、 「こま

めに回るとなればきりのない仕事。山ばかりのところだから

冬は雪をかきわけてまわったもの」。とくに戦時中は、 「部落

の人口に匹敵する千数百人もの疎開者をかかえて大変だった」

ほかに地区の老人学級の代表もしていたが、これも辞任。山

崎きんの発案になる年 1回、 仲間うちの慰霊祭に供えるため

の菊づ くりは、奥きんの、ツソ々 ヤ，さんカ

やきものに打ちこむむ右山崎きんだだ、。

「自分の思うとおりのものは何百にひとつ。最近は土をこ

ねるのがきっくて」と語られるが、やきものをみる目は、柔

和な中にも輝きがある。

-公務やめて、.....誌'..._..'
--ミ::22主義-~ .ミJ 好きなやきものを
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前
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山崎藤吾 さん (77歳・婦中町外曲i野)

「あんたはどこ行っても泥いじって見て回ら っしゃる」戦

前山崎さんが県内のやきもの産地の土を見て回っていた頃、

こういわれたそうだ。ただし、この時の目的はやきものでは

ない。 ，百姓やるときは土を根本的に知らなければ……」と

いう動機からだった。

この土の研究がやきものに結びついていったのは、 2人の

息子きんが岐阜でやきものの修業を始めてから(今は 2人と

も陶芸家として独立)。 息子さん達を訪ねて岐阜へ行く回数が

重なるうちに、山崎さん自身も窯をもつようになった。今か

ら6年前のことだ。 ，素人が、格好だけみてきてやる話だか.:.:， 
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と
し
て
一
家
の

尊
敬
を
集
め
、
強
固
な
安
住
の
座
が
用
意
さ
れ
て
い
た
の

で
す
。

と
こ
ろ
が
戦
後
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
人
聞
は
す
べ
て
ひ

と
し
く
尊
重
さ
れ
る
と
い
う
、

「家
」
よ
り
も
個
人
を
重

視
す
る
考
え
方
と
な
り
、
民
法
の
改
正
を
区
ぎ
り
に
し
て

大
家
族
制
か
ら
、
夫
婦
を
中
心
と
す
る
小
家
族
制
へ
の
移

行
が
進
み
ま
し
た
。
H

結
婚
し
た
ら
別
居
H

と
い
う
傾
向

が
顕
著
に
な
っ
た
の
で
す
。

こ
の
た
め
戦
後
は
、
世
帯
数
が
増
加
し
、
一
世
帯
あ
た

り
の
平
均
人
員
が
減
少
、
核
家
族
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

昭
和
三
O
年
頃
ま
で
約
五
人
で
あ
っ
た
の
が
、
四
六
年
に

は
三
・
四
人
に
ま
で
下
が
り
ま
し
た
。

こ
う
し
て
、
家
族
構
造
は
し
だ
い
に
変
貌
し
、
家
庭
生

活
の
な
か
で
の
老
人
の
立
場
を
き
わ
め
て
不
安
定
な
も
の

に
し
て
い
ま
す
。

別
居
し
て
も
心
の
つ
な
が
り
を

同
居
と
別
居
の
問
題
も
、
老
人
の
生
活
に
い
ろ
い
ろ
な

面
で
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

生
き
が
い
は
仕
事
か
ら
も

ど
7
す
れ
ば
し
あ
わ
せ
に
な
れ
る
か
、
ど
う
な
れ
ば
し
あ

老
人
が
明
る
く
は
り
の
あ
る
生
活
を
送
る
た
め
に
は
、
わ
せ
と
感
じ
れ
る
か
、
人
そ
れ
ぞ
れ
で
違
う
も
の
で
す
。

基
お
の
た
め
に
な
る
い
ろ
い
ろ
な
事
業
を
し
た
り
、
仕
事

n
し
あ
わ
せ
。
へ
の
願
い
は
、
自
分
が
現
在
も
っ
て
い

を
し
た
り
と
い
う
こ
と
も
大
切
な
こ
と
で
し
ょ
う
。

る
欠
陥
、
あ
る
い
は
も
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
欠
陥
を

県
で
は
、
昭
和
四
五
年
か
ら
「
老
人
就
労
あ
っ
旋
事
業
」
補
お
う
と
す
る
願
い
で
も
あ
り
ま
す
。
体
の
弱
い
人
は
だ

歩
始
め
、
社
会
奉
仕
活
動
や
仕
事
な
ど
の
あ
っ
旋
を
し
て
れ
よ
り
も
丈
夫
な
体
を
願
い
、
生
活
が
苦
し
い
人
は
よ
り

い
ま
す
。
若
い
人
と
閉
じ
条
件
で
は
体
力
的
に
無
理
で
す
豊
か
な
生
活
を
求
め
、
家
族
と
の
折
り
合
い
の
悪
い
人
は
、

が
、
職
種
や
配
置
の
場
所
に
よ
っ
て
は
、
む
し
ろ
高
齢
者
家
族
関
係
を
よ
く
し
た
い
と
い
う
期
待
を
強
く
す
る
も
の

が
適
し
て
い
る
仕
事
も
あ
り
ま
す
。
し
か
も
県
下
に
は
、
で
す
。
そ
し
て
こ
の
願
い
が
か
な
え
ら
れ
る
時
に
、
人
は

働
き
た
い
老
人
、
働
け
る
老
人
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
事
。
し
あ
わ
せ
u

を
感
じ
る
の
で
し
ょ
う
。

業
王
の
方
に
は
、
入
手
不
足
を
嘆
く
前
に
高
齢
者
の
能
力
:
・
健
康
:
:
:
経
済
:
:
:
家
族
・
:

の
活
用
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
、
こ
の
事
告
需
の
積
極
的
老
人
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
い
ろ
い
ろ
と
悩
み
が
増
え

介
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。
お
お
む
ね
六
五
歳
以
上
の
老
て
き
ま
す
。
昭
和
四
四
年
の
調
査
で
は
、
健
康
上
の
こ
と

人
を
対
象
に
し
て
い
ま
す
。
次
の
窓
口
へ
気
軽
に
お
出
か
が
四
五

・
五

rで
最
も
多
く
、
経
済
的
な
こ
と
が
一
二
・

け
く
だ
さ
い
。

二
軒
、
家
族
の
こ
と
一
八
・
二
打。

こ
の
三
つ
で
、
悩
み

〈高
齢
者
一無
料
職
業
紹
介
所
〉

の
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
い
ま
す
。

(
な
お
、
年
齢
が
高
〈

・
富
山
市
舟
橋
南
町
五
の
一
四
富
山
県
社
会
福
祉
会
館
内
な
る
に
つ
れ
て
、
健
康
上
の
悩
み
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
)

宮

0
7
6
4
(詑
)
2
9
5
8

逆
に
、
老
人
が
老
後
を
し
あ
わ
せ
に
暮
ら
す
に
は
何
が

・
高
岡
市
利
屋
町
一
高
岡
市
文
化
セ
ン
タ
ー
内
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
か
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。
健
康
が

宮

0
7
6
6
(
お
)
2
9
1
7

七
一

r、
子
供
や
家
族
が
自
分
を
大
切
に
し
て
く
れ
る
こ

と
が
五
一

r、
経
済
的
に
不
安
で
な
い
こ
と
が
三
九
官
と

い
う
答
え
が
出
て
い
ま
す
。

社
会
の
一
員
と
し
て
の
，
生
き
が
い
e
を

こ
の
占
つ
に
、
老
人
が
し
あ
わ
せ
に
暮
ら
す
た
め
の
大

き
な
要
素
は
、
健
康
、
経
済
、
家
族
関
係
の
三
つ
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
平
均
的
に
い
え
ば
、
こ
の
三
つ
の

条
件
が
満
た
さ
れ
れ
ば
、
老
人
の
悩
み
の
大
部
分
が
解
消

き
れ
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

し
か
し
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
外
的
な
面
だ
け
で
は
な
く
、

別
居
と
い
う
こ
と
は
、
親
子
の
断
絶
参
』
意
味
す
る
も
の

で
は
な
く
、
同
居
で
は
味
わ
う
こ
と
の
で
き
な
い
豊
か
な

感
情
が
交
き
れ
る
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

老
後
の
し
あ
わ
せ
は
ど
こ
に

願
い
が
か
な
え
ら
れ
る
と
き
に

私
た
ち
は
だ
れ
も
、

H

し
あ
わ
せ
u

に
な
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
ま
た
、

n
し
あ
わ
せ
u

に
は
限
度

が
な
い
と
も
い
わ
れ
ま
す
。
現
在
の
自
分
の
立
場
で
満
足

だ
と
思
っ
て
い
れ
ば
し
あ
わ
せ
で
あ
り
、
周
囲
か
ら
ど
ん

な
に
よ
い
環
境
に
置
か
いれ
て
い
る
と
思
わ
れ
で
も
、
現
状

に
満
足
し
な
け
れ
ば
そ
こ
に
悩
み
を
も
ち
、
ふ
し
あ
わ
せ

だ
と
思
つ
も
の
で
す
。
こ
の
よ
、
7
に

H

し
あ
わ
せ
。
は
、

本
来
そ
の
人
の
主
観
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、

老
人
の
心
の
動
き
を
よ
く
理
解
し
て
あ
げ
る
こ
と
も
必
要

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、
外
的
な
面
が
い
か
に

「
住
み
よ
い
富
山
県
を
つ
〈
る
総
合
計
画
』
よ
円

「
住
み
よ
い
富
山
県
を
つ
〈
る
総
合
計
画
」
よ
り

平均世帯人員うつりかわり(全国)
同居の状況(60歳以上・全国)

昭和41年 昭和44年

子供と 同居 81.5% 79.2% 

子供既婚 6l.0 

子供未婚 18.2 

親 と 同 居 0.5 

子供以外の親族と同居 2.6 

夫婦 2 人だけ 10.4 13.1 

1 人 暮 し 4.2 5.2 

そ σ3 他 l.3 2.0 

老後の生活上の悩み(60歳以上・全国)老後の幸福の条件

(60歳以上・全国)

自分の身体が健康である
経済的な面で不安がない 39 

子供達がよく面倒をみてくれる 28 

家族の者が自分を大切にしてくれる 23 

子供が独立して立派に生活できる 13 

自分の好きなことができる 9 

住生活に不安がない 7 

信心する 6 

社会奉仕をつづけることができる 2 

その他 1 

不明 6 

ii- 計 205 

1920年 1955年 1960年 1965年 1910年 1915年 1980年 1985年
{大正9) (昭和30) (昭和35) (昭和刊) (昭和的) (昭和50) (昭和田) (昭和60)

巴

昭和As4.8蜘404-

資料 :厚生行政

基礎鯛査

時前30卑資料:昭和41年は、老人福祉に関する世蛤簡査

(内閣総理大臣官房広報室)

昭 和44年は、老後の生活に関 する世愉悶査

(内閣総理大臣官房広報室)

資料 ・老後の生活に関する世愉鋼査

(昭和44年 内閣総理大臣官

房広報室)

フ

(;主) 1人て， 2項目以上に回答しているので、合計は

100%にはならない

資料:老後の生活に関する世蛤闘査(昭和44年 内閣

総理大臣官房広報室)



に
支
障
の
あ
る
低
所
得
の
老
人
(
生
計
中
心
者
が
所
得
税

非
課
税
)
で
、
家
族
が
老
人
の
養
護
を
行
え
な
い
場
合
に
、

老
人
の
家
庭
を
訪
れ
て
日
常
生
活
の
お
世
話
を
し
ま
す
。

少
く
と
も
週
二
回
以
上
訪
れ
ま
す
が
、
現
在
一
二
三
名
の

老
人
家
庭
奉
仕
員

(ホ
l
ム
・
へ
ル
パ
|
)
が
、
老
人
福

祉
に
対
す
る
理
解
と
熱
意
を
も
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

-
日
常
生
活
用
具
給
付
(
貸
与
)
事
業

該
当
す
る
日
常
生
活
用
具
は
、
特
殊
寝
台
、
マ

ッ
ト
レ

ス
、
浴
槽

・
湯
沸
器
、
エ
ア
パ

ッ
ト
、
腰
か
け
便
座
の
五

品
目
で
す
。
こ
の
事
業
は
昭
和
四
四
年
度
か
ら
特
殊
寝
台

満
た
さ
れ
て
い
て
も
、
老
人
自
身
が
社
会
の
歩
み
か
ら
孤
し
、
常
に
社
会
に
対
す
る
有
用
成
γ
乞
も
っ
て
生
き
る
こ
と

立
し
て
し
て
し
ま
っ
て
は
、
あ
き
ら
め
だ
け
の
人
生
に
な
が
、

H

生
き
が
い
。
を
生
む
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

っ
て
し
ま
っ
か
ら
で
す
。

社
会
に
お
い
て
、
家
庭
に
あ
っ
か
生
き
が
い
。
を
求
め
て
、
長
年
つ
ち
か
っ
た
豊
富
な
能

て
、
老
人
自
身
が
社
会
の
一

員
と
し
て
の
役
割
り
を
は
た
'
力
を
、
思
う
存
分
発
揮
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

進
め
ら
れ
る
老
人
福
祉
対
策

い
ま
ま
で
に
、
老
人
を
と
り
ま
く
問
題
に
つ
い
て
み
て

き
ま
し
た
が
、
次
に
、
県
で
は
ど
ん
な
老
人
福
祉
対
策
を

行
っ
て
い
る
か
、
お
知
ら
せ
し
ま
し
ょ
う
。

老
人
福
祉
法
が
生
ま
れ
る
ま
で
の
老
人
福
祉
対
策
は
、

生
活
保
護
法
の
中
で
扱
わ
れ
て
お
り
、
主
と
し
て
当
時
の

「
養
老
院
」
へ
の
「
収
容
保
護
」
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
現
在
で
は
、
居
宅
福
祉
と
施
設
福
祉
の
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
対
策
が
必
要
と
さ
れ
、
し
だ
い
に
多
様
な
面

が
と
り
上
げ
ら
れ
る

4
7に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

保
健
医
療
対
策

・
老
人
医
療
盗
費
支
給
制
度

老
人
の
場
合
に
は
、
生
理
的
機
能
の
退
化
の
う
え
に
お

こ
る
疾
病
が
あ
り
、
回
復
に
は
長
期
間
が
必
要
で
す
。
国

民
皆
保
険
制
度
に
よ
っ
て
も

そ
の
費
用
負
担
能
力
が
十

分
で
な
い
面
も
あ
っ
た
の
で
、
医
療
保
険
の
自
己
負
担
分

を
公
費
で
肩
代
わ
り
す
る
も
の
で
す
。
昭
和
四
八
年
か
ら

全
国
的
に
生
轟
さ
れ
ま
し
た
。

対
象
は
七

O
歳
以
上
の
老
人
で
す
が
、
所
得
制
限
に
該

当
す
る
人
に
は
適
用
き
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
こ
の
該
当

者
に
つ
い
て
は
県
費
で
負
担
す
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、

の
貸
付
が
始
ま
り
、
漸
次
対
象
用
具
が
拡
大
さ
れ
て
き
ま

1
v
h
~
。

ひ
と
り
ぐ
ら
し
老
人
対
策

最
近
の
核
家
族
化
傾
向
を
反
映
し
て
、
高
齢
者
世
帯
が

増
加
す
る
一
方
、
都
市
の
過
密
化
、
農
山
漁
村
の
過
疎
化

が
進
む
に
つ
れ
、
ひ
と
り
ぐ
ら
し
老
人
対
策
は
ま
す
ま
す

重
要
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

-
介
護
人
派
遣
事
業

一
時
的
な
疾
病
な
ど
で
日
常
生
活
を
営
む
の
に
支
障
が

あ
る
低
所
得
の
老
人
に
対
し
、
介
護
人
を
派
遣
し
て
日
常

市内のねたきり老人宅を

回る「ゃくし号」。鉱泉水の

おかげて二 這い歩きできる

ようになったという思わぬ

成果も。老人は風呂好きな

だけに、巡回日を指折り数

えてf寺っている。

実
質
的
に
は
、
七
O
歳
以
上
の
場
合
、
医
療
費
は
す
べ
て

無
料
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
六
五
歳
か
ら
六
九
歳
ま
で
の
ね
た
き
り
老
人
等

や
六
O
歳
か
ら
六
四
歳
ま
で
の
重
度
心
身
障
害
老
人
の
医

療
費
に
つ
い
て
も
、
無
料
化
が
害
毒
さ
れ
て
い
ま
す
。

-
老
人
健
康
診
査

老
人
は
一
般
に
有
病
率
が
高
い
も
の
。
し
か
し
、
行
動

範
囲
や
経
済
的
な
理
由
な
ど
か
ら
、
診
療
を
う
け
ら
れ
な

い
と
い
う
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
六
五
歳
以

上
の
老
人
の
う
ち
、
老
人
ホ
l
ム
な
ど
の
入
所
者
、
入
院

中
の
老
人
な
ど
を
除
き
、
健
康
診
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

定
期
的
に
自
分
の
健
康
状
態
を
知
り
、
疾
病
の
早
期
発
見

早
期
治
療
に
役
立
て
て
も
ら
う
も
の
で
す
。

・
在
宅
老
人
機
能
回
復
訓
練
事
業

脳
卒
中
の
後
遺
症
な
ど
で
身
体
機
能
に
支
障
を
き
た
し

た
在
宅
老
人
の
、
日

AE活
能
力
の
回
復
、
機
能
の
低
下

防
止
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
毎
週
火
曜
日
午
後
一

時
か
ら
四
時
ま
で
、
次
の
場
所
で
医
師
や
理
学
療
法
士
の

指
導
を
フ
け
て
い
ま
す
。

V
富
山
市
舟
橋
南
町
五
の
一
四
富
山
県
社
会
福
祉
会
館
内

生
活
の
お
世
話
を
し
て
い
ま
す
。
介
護
人
は
、
老
人
福
祉

に
理
解
と
熱
意
を
も
っ
近
隣
の
方
で
、
市
町
村
に
登
録
さ

れ
て
い
ま
す
。

-
老
人
福
祉
電
話

ひ
と
り
ぐ
ら
し
老
人
(
所
得
税
非
課
税
)
に
電
話
を
貸

与
し
、
日
常
生
活
の
安
否
の
確
認
と
各
種
の
相
談
に
も
応

じ
て
い
ま
す
。
ひ
と
り
ぐ
ら
し
老
人
の
不
安
解
消
に
と
始

富
山
県
社
会
福
祉
協
議
会

宮
0
7
6
4
側
2
9
5
8

生
き
が
い
対
策

・
老
人
ク
ラ
ブ
助
成
事
業

自
ら
の
生
活
を
自
ら
の
手
で
豊
か
な
も
の
に
し
よ
う
と

小
地
域
に
住
む
老
人
で
会
員
制
の
組
織
を
つ
く
っ
て
い
る

の
が
老
人
ク
ラ
ブ
。
教
養
の
向
上
、
健
康
の
増
進
、
レ
ク

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
、
地
域
社
会
と
の
交
流
な
ど
、
い
ろ
い
ろ

な
目
的
を
自
主
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

{
現
在
ク
ラ
ブ
数

一
、
七
三
五
、
会
員
数
一

O
三
、
八
四
八
人
)

-
老
人
ス
ポ
ー
ツ
大
会

郡
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
中
心
と
な
っ
て
、
県
内
一
四

か
所
で
聞
き
ま
す
。
老
人
が
多
数
参
加
で
き
る
時
期
を
選

ぴ
、
運
動
種
目
も
老
人
が
気
軽
に
行
え
る
も
の
を
考
え
て

い
ま
す
。

-
敬
老
福
祉
年
金
給
付

B 

毎
年
九
月
一
五
日
現
在
で
八
八
歳
以
上
の
老
人
に
は
五

千
円
、
八
O
歳
か
ら
八
七
歳
ま
で
の
ね
た
き
り
老
人
、
身

体
障
害
者
、
生
活
困
窮
者
に
は
三
千
円
の
年
金
を
給
付
し
、

敬
老
の
意
を
表
し
、
あ
わ
せ
て
福
祉
の
増
進
を
図
っ
て
い

ま
す
。

・
高
齢
者
祝
品
贈
呈

当
該
年
度
中
に
満
一

O
O歳
と
八
八
歳
を
迎
え
ら
れ
た

老
人
に
祝
品
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

ね
た
き
り
老
人
対
策

最
近
、
電
ね
た
き
り
老
人
の
悲
惨
な
焼
死
等
の
事
故
が
大

き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
県
で
は
、
地

域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
き
め
細
か
い
対
策
を
進
め
て
い
ま

て
-
老
人
家
庭
奉
仕
事
業

身
体
や
精
神
上
の
障
害
が
あ
っ
て
日
常
生
活
を
営
む
の

め
ま
し
た
。
現
在
ま
で
、
七

O
台
が
設
置
き
れ
て
い
ま
す
。

-
老
人
福
祉
連
絡
員

ひ
と
り
ぐ
ら
し
老
人
家
庭
を
毎
日
一
回
以
上
訪
問
し
て
、

日
常
生
活
の
安
否
を
確
認
す
る
「
愛
の
一
声
運
動
」
で
す
。

老
人
福
祉
に
対
す
る
理
解
と
熱
意
の
あ
る
方
を
委
嘱
し
、

原
則
と
し
て
一
人
一
世
帯
を
担
当
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

υ
あ
な
た
υ
も
老
人
に
な
る

老
後
は
自
ら
の
力
で

「
あ
な
た
も
老
人
に
な
る
」
と
い
う
俗
語
が
あ
り
ま
す
。

す
べ
て
の
人
が
、
や
が
て
は
老
人
と
し
て
暮
ら
さ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
老
後
も
ま
た
、
ひ
と
り
ひ
と
り

の
責
任
に
お
い
て
対
処
し
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で

しょ、
7
。

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
の
老
後
は
、
個
人
の
力
だ
け
で
は

対
処
で
き
な
い
時
代
に
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
も
ま
た
事
実

で
す
。
そ
こ
で
老
人
福
祉
対
策
が
問
題
と
な
っ
て
く
る
わ

け
で
す
が
、
基
本
的
に
は
、

一
人
ひ
と
り
の
老
後
へ
の
備

え
が
基
盤
と
な
る
も
の
で
す
か
ら
、
若
い
う
ち
か
ら
周
到

な
準
備
を
し
て
、
幸
福
な
老
後
に
つ
と
め
る
こ
と
が
必
要

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
老
後
問
題
は
、
現
在
の
老
人
に
と
っ

て
の
問
題
の
み
で
な
く
、
将
来
老
人
と
な
る
現
在
の
若
い

世
代
の
問
題
で
も
あ
る
わ
け
で
す
。

老
人
の
生
き
が
い
の
た
め
に

過
疎
地
域
に
と
り
残
さ
れ
た
老
人
、
過
密
の
中
の
団
地

な
ど
で
と
り
残
さ
れ
て
い
る
老
人
、
家
族
と
同
居
し
て
い

て
も
、
家
族
と
の
折
合
が
悪
く
、
疎
外
祝
さ
れ
て
い
る
老

人
な
ど
、
孤
独
へ
の
振
幅
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
老
人
の
孤
独
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
キ
メ
の
こ
ま

か
い
総
合
的
な
施
策
の
推
進
も
必
要
で
す
が
、
な
に
よ
り

も
大
切
な
こ
と
は
、
家
庭
は
も
と
よ
り
、
地
域
社
会
、
民

間
奉
仕
者
の
組
織
的
活
動
と
老
人
自
身
の
生
き
方
そ
の
も

9 

の
に
も
あ
る
こ
と
を
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ

7 
0 

老
人
の
孤
独
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
地
域
の
住
民
の
あ
た

た
か
い
協
力
が
必
要
で
す
。
老
人
ク
ラ
ブ
に
も
参
〆
加
で
き

な
い
ね
た
き
り
老
人
や
孤
独
な
老
人
を
訪
問
し
、
話
し
相

手
に
な
っ
て
あ
げ
た
い
も
の
で
す
。

老
人
自
身
は
社
会
の
一
員
と
し
て
、
豊
か
な
経
験
、
趣

味
を
生
か
し
た
社
会
活
動
、
社
会
奉
仕
が
で
き
れ
ば
申
し

分
あ
り
ま
せ
ん
。
い
た
ず
ら
に
家
の
な
か
に
閉
じ
こ
も
ら

ず
、
積
極
的
に
外
に
出
て
、
充
実
し
た
毎
日
が
送
れ
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
も
、
ま
き
に
そ

の
一
環
で
す
。



:利賀村】
空から拝見

県
の
南
西
部
、
岐
阜
県
境
に
近
い
深
い
山
合
い
の
静
か
な
集
落
、
そ
こ
が
利

賀
村
で
あ
る
。
村
の
す
み
ず
み
ま
で
道
路
網
が
整
備
さ
れ
、
久
、、
の
交
通
も
確
保

さ
れ
て
、
村
民
の
生
活
様
式
も
一
変
し
た
。

村
は
今
広
大
な
土
地
を
利
用
し
、
土
に
立
脚
し
た
産
業
を
推
進
し
て
い
る
。

一
方
、
村
内
に
点
在
す
る
文
化
財
や
、
数
多
く
の
遺
跡
、
ま
た
民
謡
・
民
話
の

類
が
豊
富
で
、
昔
の
ま
ま
の
素
朴
さ
が
残
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
素
朴
き
が
都
会

の
人
々
に
親
し
ま
れ
、
近
年
こ
れ
ら
の
文
化
人
と
の
交
流
も
ひ
ん
ぱ
ん
に
な
っ
た
。

そ
し
て
雄
大
な
自
然
を
活
か
し
、
か
け
が
え
の
な
い
貴
重
な
文
化
財
と
、
美

し
い
緑
と
の
調
和
の
な
か
で
新
し
い
村
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
、
着
々
と
そ
の
成

果
を
挙
げ
て
い
る
。



は、環境と資源を
まもる施設です。

川
は
き
れ
い
に
澄
み
、

自
然
環
境
を
と

り
も
ど
し
ま
す
。

使った水の後始末O目を向けたい、
下
水
道
の
種
類

下
水
道
に
は
次
の
種
類
が
あ
り
ま
す
o

v公
共
下
水
道

市
街
地
の
家
庭
汚
水
や
工
場
排
水
等

を
集
め
、
終
末
処
理
場
で
浄
化
し
て
河

川
な
ど
に
放
流
す
る
か
、
流
域
下
水
道

に
排
出
し
ま
す
。
こ
れ
は
市
町
村
が
主

体
に
な
っ
て
実
施
し
ま
す
が
、
一
般
に

下
水
道
と
い
え
ば
こ
の
公
共
下
水
道
を

指
し
ま
す
。
公
共
下
水
道
の
う
ち
に
主

と
し
て
市
街
地
の
工
場
や
事
業
場
の
排

水
を
対
象
に
し
た
特
定
公
共
下
水
道
が

あ
り
ま
す
。

県内の公共下水道

都市名

浜区処黒域崎理名区

処域理面積区 計人画処理口 処場理数 処理能力 工手事年着月 供始年用開月

富山市 790ha 138，400A 2カ所
19，120m'/ 日

昭;27.9 昭37.9
48，000耐/ 日

高処岡理区 928 113，000 1 78，Ooom'/ 日 24.9 40.4 

高岡市
伏処木理区 99 20，000 1 7，Ooom'/ 目 34.9 47.3 

新湊市 新湊処理区 309 45，000 I 1 12，450m'/ 目 45.4 49.11 

小杉町 太処閤理山区 230 25，000 I 1 9，500m'/ 日 43.3 46.4 

福光町 福光処理区 285 14，000 I 1 47.1 

氷見市 氷処見 636 43，000 I 1 51.3 

小市矢部 小矢処理蔀理T区区iT 425 25，400 51 

私
た
ち
に
は
使
っ
た
水
を

き
れ
い
に
し
て
遣
す
義
務
が

水
ー
ー
水
は
私
た
ち
の
日
常
生
活
の

あ
ら
ゆ
る
面
に
密
接
な
つ
な
が
り
を
も

っ
て
い
ま
す
。

人
類
は
川
の
ほ
と
り
に
居
を
構
、
ぇ
、

河
水
の
恩
恵
を
う
け
、
と
き
に
は
災
害

を
被
り
な
が
ら
生
活
を
営
み
、
文
化
や

歴
史
を
積
み
重
ね
て
き
ま
し
た
。

近
代
生
活
の
中
で
も
水
は

「飲
料
水
」

と
し
て
、
洗
濯
、
清
掃
、
水
洗
便
所
な

ど
の

「生
活
用
水
」
と
し
て
、
ま
た
工

場
な
ど
で
の

「生
産
活
動
の
た
め
の
用

水
」
と
し
て
、
私
た
ち
が
文
化
的
で
快

適
な
生
活
を
営
む
た
め
に
い
ろ
ん
な
形

で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

水
を
使
う
面
、
利
水
面
は
大
変
重
要
視

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
使
っ
た

水
の
後
始
末
、
処
理
は
、
こ
れ
ま
で
な

お
ざ
り
に
さ
れ
て
き
た
の
で
す
。

一
度

用
を
足
し
た
水
は
下
水
と
し
て
、
何
の

手
立
て
も
せ
ず
に
河
川
や
海
な
ど
に
捨

て
ら
れ
、
水
質
の
汚
濁
や
環
境
の
破
壊

を
招
い
て
き
た
の
で
す
。

私
た
ち
に
は
、
汚
し
た
水
を
、
元
の

き
れ
い
な
姿
で
自
然
へ
還
す
義
務
と
責

任
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
最
も

有
効
な
方
法
が
下
水
道
で
す
。

九
月
十
日
は

「全
国
下
水
道
促
進
デ

V
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道

農
山
漁
村
の
居
住
環
境
の
改
善
、
あ

る
い
は
観
光
地
の
周
辺
に
あ
る
湖
な
ど

の
水
質
保
全
を
は
か
る
た
め
の
下
水
道

で
す
。

V
流
域
下
水
道

二
以
上
の
市
町
村
に
ま
た
が
る
下
水

多
広
域
的
に
集
め
処
理
す
る
も
の
で
、

都
埠
府
県
が
中
心
と
な
っ
て
事
業
を
行

い
ま
す
。
こ
の
場
合
家
庭
や
工
場
か
ら

流
域
下
水
道
管
渠
ま
で
は
、
公
共
下
水

措
側
で
実
施
し
ま
す
。

V
都
市
下
水
路

市
街
地
の
雨
水
を
排
除
す
る
も
の
で
、

降
雨
時
の
浸
水
、
滞
水
を
防
ぎ
ま
す
。

県
内
の
普
及
率
は
全
国
平
均
の

車
分日

本
の
下
水
道
は
歴
史
が
浅
く
、
欧

米
諸
国
に
比
べ
て
整
備
が
大
変
遅
れ
て

い
ま
す
。

昭
和
五
十
年
度
末
全
国
平
均
普
及
率

u
一
二
・
八
行
。
富
山
県
の
普
及
率
は

さ
ら
に
低
く
、
一
一
・
八

rで
す
。
わ

ず
か
に
富
山
市
、
高
岡
市
、
新
湊
市
と

小
杉
町
の
一
部
に
普
及
し
、
そ
の
他
工

妻
議
中
の
氷
見
市
、
小
矢
部
市
、
福

非
町
を
含
め
た
七
市
町
が
下
水
道
事
業

歩
手
が
け
て
い
る
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
県
内
の
ほ
と
ん
ど
の
市
町

杖
か
下
水
道
計
画
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

-
」
で
す
。
立
ち
遅
れ
て
い
る
下
水
道

を
整
備
す
る
た
め
、
昭
和
三
十
六
年
に

実
施
さ
れ
て
か
ら
、
今
年
で
十
六
回
目

を
迎
、
え
ま
す
。

道
が
普
及
し
ま
し
た
。
と
く
に
ロ
ン
ド

ン、

パ
リ
、
ハ

ン
ブ
ル
グ
な
ど
で
大
規

模
な
事
業
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
当
時
の
下
水
道
は
、
汚
水

や
雨
水
を
な
る
べ
く
早
く
河
海
に
放
流

す
る
た
め
の
も
の
で
、
汚
水
処
理
は
行

っ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
結
果
、
放
流
先

で
汚
濁
問
題
が
生
じ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

下
水
を
浄
化
す
る
方
法
が
研
究
開
発
さ

れ
、
現
在
の
「
バ
ク
テ
リ
ア
に
よ
る
活

性
汚
泥
法
」
が
発
達
し
た
の
で
す
。

わ
が
国
に
お
け
る
近
代
式
下
水
道
は
、

明
治
五
年
銀
座
の
大
火
の
あ
と
、
東
京

市
が
街
路
整
備
の
観
点
か
ら
両
側
の
溝

渠
を
時
渠
式
に
し
た
の
が
最
初
で
あ
る

と
い
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
は
じ
め
て
下

水
終
末
処
理
場
が
で
き
た
の
は
大
正
十

一
年
で
、
東
京
の
三
河
島
処
理
場
で
す
。

*
・街
が
き
れ
い
に
な
り
ま
す

き
た
な
い
ド
ブ
や
水
た
ま
り
が
消
え

て
暗
渠
に
な
る
の
で
、
街
が
美
し
く
清

潔
に
な
り
ま
す
。
ま
た
蚊
や
ハ
エ
の
発

生
を
防
ぎ
、
伝
染
病
の
予
防
に
も
大
い

こ
の
機
会
に
、

私
た
ち
の
ま
わ
り
の

下
水
道
に
目
を
向
け
て
み
ま
し
ょ
、っ
。

に
役
立
ち
ま
す
。

*
浸
水
の
不
安
が
な
く
な
り
ま
す

降
っ
た
雨
水
を
た
だ
ち
に
排
除
し
、

大
雨
の
た
び
に
悩
ま
さ
れ
る
浸
水
が
な

く
な
り
ま
す
。

*
便
所
が
水
洗
化
で
き
ま
す

衛
生
的
で
快
適
な
水
洗
便
所
に
っ
く

り
か
え
る
こ
と
が
で
き
、
汲
み
取
り
便

所
か
ら
解
放
さ
れ
ま
す
。

*
水
を
有
効
に
利
用
で
き
ま
す

下
水
道
で
処
理
し
た
水
は
河
川
な
ど

へ
放
流
し
ま
す
か
ら
、
再
利
用
が
可
能

で
す
。

下
水
道
の
発
達

私
た
ち
の
生
活
環
境
を
清
潔
に
保
つ

た
め
、
雨
水
や
汚
水
を
す
み
や
か
に
排

除
す
る
手
段
と
し
て
生
ま
れ
た
の
が
下

水
道
で
す
。

紀
元
前
数
世
紀
、
す
で
に
パ
ビ
ロ
ン

や
ロ

l
マ
に
は
下
水
道
と
い
え
る
も
の

が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
、
な
か
で
も
ロ
ー

マ
の
下
水
道
は
有
名
で
す
。

近
代
式
の
下
水
道
は
、

一
七
三
二
年

ロ
ン
ド
ン
に
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
「
水

洗
便
所
」
は

一
八一

O
年
に
考
案
さ
れ
、

疫
病
の
大
流
行
も
あ
っ
て
、
そ
の
対
策

と
し
て
、
各
国
各
都
市
に
近
代
式
下
水

12 

下
水
道
の
は
た
ら
き

下
水
道
を
整
備
す
る
と
、
次
の
よ
う

な
効
果
が
あ
り
ま
す
。

*
川
が
よ
み
が
え
り
ま
す

家
庭
や
工
場
な
ど
の
汚
れ
た
水
が
直

接
川
へ
流
れ
こ
む
こ
と
が
な
く
な
り
、

下水道の技術システム

J
V
-一(

終末処理場からはきれいな水が
ド期怖や敬島めせとJ 餌~ -J伶~ I阿~Id:? I 

のt
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や 健

土 ~V

掌望
室⑨

雨水、家庭などカ、ら出る汚水、ある いは工場排水等を科学的に排

除、処理するのが下水道です。

その技術システムは上の図の通りで、管きょは 、静脈〈終末処理

場は ‘心臓'の役目を果たしているわけです。



ま
ま
着
工
が
延
び
て
い
ま
す
が
、
家
庭

排
水
に
よ
る
汚
濁
が
漸
増
す
る
傾
向
に

あ
る
今
日
、
一
日
も
ゆ
る
が
せ
に
で
き

ま
せ
ん
。
予
定
し
て
い
る
処
理
法
に
な

じ
ま
な
い
工
場
排
水
は
受
け
入
れ
な
い

な
ど
二
次
公
害
の
発
生
防
止
に
留
意
し

て
い
る
ほ
か
、
臭
気
な
ど
は
現
在
の
技

術
で
十
分
対
応
で
き
る
も
の
で
す
。
ま

た
、
周
辺
の
環
境
を
考
え
、
自
然
を
そ

こ
な
わ
な
い
よ
う
な
設
計
を
と
り
入
れ

件
民
の
要
望
に
応
え
る
よ
う
そ
れ
ぞ
れ

普
及
に
努
め
て
い
ま
す
。

流
域
下
水
道
を
実
施
す
る
と
・
..
... 

の
総
合
計
画
の
う
ち
で
も
極
め
て
重
要

な
事
業
と
な
っ
て
い
ま
す

み
な
さ
ん
の
協
力
で
住
み
よ
い

環
境
を

①
河
川
等
の
水
質
環
境
基
準
を
効
果
的

…

か
っ
す
み
や
か
に
達
成
維
持
で
き
る
。

ゆ

②
単
独
で
は
下
水
道
の
整
備
が
困
難
な

叫

市
町
村
で
も
容
易
に
実
施
で
き
る
。

叫

③
下
水
道
の
建
設
費
や
維
持
管
理
費
を

仙

軽
減
で
き
る
。

仙

④
下
水
道
技
術
を
集
中
し
、
そ
の
高
度

川

公
共
用
水
域
の
汚
濁
防
止
と
住
民
の

流
域
下
水
道
で
、

新
五
カ
年
計
画
ス
タ
ー
ト

生
活
環
境
の
快
適
化
を
目
的
と
し
て
、

と
こ
ろ
で
、
下
水
道
整
備
の
際
に
よ

く
問
題
に
な
る
下
水
道
終
末
処
理
場
は
、

従
来
維
持
管
理
や
周
囲
の
環
境
整
備
が

必
ず
し
も
十
分
と
は
い
え
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
最
近
で
は
、
施
設
自
体
の

改
善
や
維
持
管
理
の
徹
底
、
周
囲
の
緑

化
な
ど
、
大
幅
な
改
善
が
は
か
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
八
ム
園
、
ス
ポ
ー
ツ
施

設
な
ど
を
併
設
し
、
積
極
的
に
市
民
に

親
し
ま
れ
る
施
設
と
し
て
つ
く
ら
れ
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

県
が
計
画
し
て
い
る
「
小
矢
部
川
流

域
下
水
道
」
は
、
浄
化
セ
ン
タ
ー
予
定

地
付
近
の
方
々
の
理
解
が
え
ら
れ
な
い

広
域
的
に
下
水
道
の
整
備
を
図
る
の
が

流
域
下
水
道
で
す
。

市
町
村
が
個
々
に
下
水
道
を
建
設
す

る
に
は
高
度
な
建
設
、
維
持
管
理
技
術

・

と
多
額
の
費
用
が
必
要
で
す
。
そ
こ
で

"
 

川

河
川
等
の
流
域
を
一
つ
の
単
位
と
し
て

川
広
範
囲
の
下
水
を
排
除

・
処
理
す
る
た

川

め
都
道
府
県
が
幹
線
管
渠
の
布
設
と
終

酬
末
処
理
場
の
建
設
、
管
理
を
行
う
の
が

国
で
は
、
国
民
的
要
請
で
あ
る
下
水

道
事
業
を
お
し
進
め
る
た
め
、
本
年
度

を
初
年
度
と
す
る
「
第
四
次
下
水
道
整

備
五
カ
年
計
画
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま

し
た
。
七
兆
五
千
億
円
を
投
資
し
、
普

及
率
を
現
在
の
二
二

・
入
計
か
ら
昭
和

五
十
五
年
度
ま
で
に
四

o
rに
引
き
上

げ
、
国
際
水
準
に
近
づ
け
よ
う
と
い
う

も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
水
質
汚

濁
を
防
止
し
、
健
康
で
豊
か
な
都
市
環

.
境
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
県
で

も
こ
の
新
五
カ
年
計
画
に
も
と
づ
き
、

市
町
村
と
と
も
に
全
力
を
あ
げ
て
整
備

て
い
ま
す
。

下
水
道
の
建
設
に
は
、
長
年
月
の
期

間
と
多
額
の
建
設
費
が
必
要
で
す
。
し

か
し
、
下
水
道
の
整
備
は
、
健
康
で
快

適
な
生
活
環
境
を
実
現
す
る
た
め
に
不

可
欠
な
も
の
で
す
。
下
水
道
の
促
進
へ
、

み
な
さ
ん
の
理
解
と
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

化
が
図
れ
る
。

な
ど
の
利
点
が
あ
り
ま
す
。
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下水道5カ年計画事業費の推移

公共下水道都道府県別普及状況
普及率(%) (建般省間べ)

(50年度末見込)

世界各国の下水道普及率 (器キ昔)

沖全
縄国

大
阪

京
都

愛
知

縄
井

富 石
山川

新
渇

東
京

30 

20 

10 

• 

二
十
五
歳
ぐ
ら
い

ま
で
の
青
少
年
で
す
。

こ
れ
ら
の
青
少
年
が
、

年
齢
を
こ
え
、
職
業
を
こ

え
て
、
地
域
祉
会
の
次
代
の

柱
に
な
ろ
う
と
、
助
け
合
い
な
が
ら

真
剣
に
と
り
組
ん
で
い
ま
す
。

し
か
し
、
ご
ぞ
ん
じ
の
よ
う
に

こ
う
い

っ
た
運
動
は
青
少
年
の
努
力

だ
け
で
十
分
な
成
果
が
上
が
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
の
老
人
の

中
に
優
れ
た
知
識
や
技
能
を
も
っ
人

が
あ
り
、
そ
の
人
に
い
ろ
い
ろ
の
事

を
教
わ
ら
な
け
れ
ば
、
伝
統
文
化
を

継
承
で
き
な
い
場
合
も
あ
る
し
、
親

切
運
動
、
あ
い
さ
つ
運
動
な
ど
は
、

む
ろ
ん
地
域
の
人
た
ち
の
協
力
が
必

要
で
す
。

発
表

い
ま
県
内
の
七
市
町
村

(朝
日
・

入
善

・
立
山
・
八
尾
・
富
山
・
城
端

・
上
平
)
で
、
青
少
年
の
地
域
活
動

を
盛
ん
に
し
よ
う
と
、
新
し
い
事
業

が
始

っ
て
い

ま
す
。

「
青
少
年
地
域
活
動
促
進
事
業
」

ま
た
は
「
青
少
年
ふ
る
き
と
運
動
」

と
呼
ば
れ
る
こ
の
事
業
の
ね
ら
い
は
、

地
域
社
会
に
密
着
し
た
活
動
を
通
し

て
青
少
年
が
か
ふ
る
さ
と
。
を
見
つ

め
な
お
し
、
地
域
社
会
を
つ
く

っ
て

い
く
者
と
し
て
の
自
覚
を
高
め
、
明

る
く
住
み
よ
い
郷
土
づ
く
り
へ
と
進

ん
で
も
ら
う
こ
と
で
す
。

少年ふるさと運動

-
郷
土

の
自
然
、
歴
史
の
学
習
、
勤

労
感
謝
や
収
穫
を
祝
う
集
い

こ
の
よ
う
に
学
習
の
成
果
を
発
表

し
た
り
、
集
い
を
も
っ
た
り
と
い
う

活
動
が
含
ま
れ
、
青
少
年
ど
う
し
、

ま
た
地
域
の
人
た
ち
と
の
心
の
つ
な

が
り
を
強
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

いま、フ市町村で
朝日・入善 ・立 山・ 八尾・富 山・城端・上平

郷
土
に
豊
か
な
生
活
環
境
を

運
動
の
も
う
ひ
と
つ
の
軸
は
、
青

少
年
の
手
で
、
地
域
の
生
活
環
境
を

豊
か
に
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

た
と
え
ば
、
花
や
木
を
植
え
る
な
ど

自
然
を
愛
護
す
る
活
動
、
公
園
、
河

川
の
清
掃
美
化
な
ど
を
行

っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
敬
老
、
あ
い
さ
つ
運
動
、

親
切
運
動
と
い

っ
た
、
地
域
に
住
む

人
た
ち
ど
う
し
の
連
帯
感
を
強
め
よ

う
と
い
う
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
年
一
回
の
単
発
的
な
親

切
運
動
や
清
掃
美
化
で
地
域
社
会
の

形
成
者
と
し
て
の
自
覚
が
高
ま
る
と

い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、
年
聞
を
通
じ
て
継
続
的
に
行
い
、

地
域
社
会
に
根
づ
い
た
運
動
に
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
二
通
り
の
活
動
が
軸

に
な

っ
て
い

ま
す
。

地
域
の
伝
統
を
継
承
し
、

発
展
さ
せ
よ
う

地
域
の
人
す
べ
て
が
、
青
少
年
の

呼
び
か
け
に
応
え
、
十
分
な
成
果
を

あ
げ
た
い
も
の
で
す
。

ま
た
今
後
、
広
く
他
の
地
域
に
も

波
及
し
、
学
校
外
の
青
少
年
教
育
と

し
て
、
ま
た
明
る
く
豊
か
な
地
域
づ

く
り
に
役
立
つ
よ
う
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

私
た
ち
の
郷
土
に
は
、
民
話
、
芸

能
な
ど
、
古
く
か
ら
の
文
化
遺
産
が

伝
わ

っ
て
い
ま
す
;
ふ

る
さ
と
H

の

精
神
を
伝
え
る
こ
れ
ら
の
文
化
遺
産

を
学
び
、
青
少
年
が
そ
の
担
い
手
と

し
て
正
し
く
受
け
つ
ご
う
と
い
う
の

が
、
運
動
の
ひ
と
つ
の
柱
で
す
。

次
の
よ
う
な
活
動
を
行

っ
て
い
ま

す
。

呉羽山の民族資料館前で花檀 づくり

(富山市)

地
域
の
人
た
ち
も
協
力
を

民
話
、
伝
説
の
学
習

-
わ
ら
べ
歌
、

と
こ
ろ
で
、
こ
の
運
動
を
進
め
る

の
は
、

小
学
校
中
学
年
の
児
童
か
ら

や
収
集
整
理

郷
土
芸
能
、
工
芸
な
ど
の
継
承
と
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消費者物価・上半期の動き

L一一担亙面ヨ 1 

野
菜
が
値
下
が
り
し
た
ほ
か
、
果
物

・
生
鮮
魚
介
・
衣
料
品
が
値
下
が
り

し
た
た
め
で
す
。

季節商品の動き 1<昭和45年=100) -
費
目
別
の
動
き

-
前
年
同
期
に
比
べ

八
・
七
軒
の
上
昇

昭
和
四
五
年
を
一

O
Oと
し
た
昭

和
五
一
年
上
半
期
(
一
月
i
六
月
)
の

県
内
9
市
平
均
消
費
者
物
価
指
数
は
、

総
合
で
一
八
四
・
六
と
な
り
、
前
年

の
同
期
に
比
べ
八
・
七
折
、
前
期

(日・

7
1
m
・ロ
平
均
)
に
比
べ
六

・

一
粁
の
上
昇
と
な
り
ま
し
た
。

費
目
別
で
は
、
雑
費
の
上
昇
率
が

最
も
大
き
く
、
次
い
で
食
料
費
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

昭
和
五

O
年
の
上
半
期
に
は
、
昭

和
四
九
年
の
上
半
期
に
比
べ

七
軒
と
大
幅
に
上
昇
し
た
の
に
比
べ

る
と
物
価
が
鎮
静
化
し
て
き
で
い
る

こ
と
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

以
下
、
今
年
上
半
期
の
物
価
の
動

き
を
お
お
ま
か
に
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

-
月
別
の
動
き

ー
一
月
・
四
月
に
大
幅
上
昇
|

一
月

は
、
前
月
に
比
べ
三
・
入
計

と
大
幅
な
上
昇
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
野
菜

・
生
鮮
魚
介

・
果
物
な

ど
が
大
幅
に
値
上
が
り
し
た
ほ
か

酒
・
た
ば
こ
が
値
上
が
り
し
た
た
め

で
す
。

事食
料
指
数
は
、
前
年
同
期
に
比
べ

八
・
八
がれの
上
昇
と
な
り
ま
し
た
。

特
に
大
き
く
上
昇
し
た
も
の
は
、
野

莱
の
三
六
・
六
行
、

肉
類
の
一
八

・

or、
主
食
の

6 月

三

・
八

r、
酒
類

の
一
二

・
八
行
と

ハヘ

一ー一昭和50年

な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
果
物
は
前

年
同
期
に
比
べ
六

野菜

具
什
器
が
電
気
製

果物

ーー一昭和51年

生鮮魚介

Nヘ

六
軒
の
下
落
と

月

な
っ
て
い
ま
す
。

住
居住

居
指
数
は
、

前
年
同
期
に
比
べ

二
・
七
行
の
上
昇

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
家
賃
地

月

代
が
九

・
七
行
、

主
埠
料
五

・
八
折
、

設
備
修
繕
費
が

五

・
二
許
と
上
昇

し
た
も
の
の
、
家

軸
回

n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
nυ

n
u
n
u
n
u

n
u
n
u
n
u
n
u

は
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0
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指

2

2

2

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

品
な
ど
の
値
下
が

り
で
わ
ず
か
に
下

二
月
は
、
前
月
に
比
べ

0
・一

行

と
わ
ず
か
に
上
昇
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
生
鮮
魚
介
や
塩
干
魚
介
が
値
下

が
り
し
た
も
の
の
、
果
物

・
肉
類
が

値
上
が
り
し
た
ほ
か
、
郵
便
料
金
が

改
定
さ
れ
た
た
め
で
す
。

三
月
は
、
前
月
に
比
べ

0
・
一
軒

と
わ
ず
か
に
下
落
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
前
月
に
比
べ
て
魚
介
類
、
果
物

衣
料
品
が
値
上
が
り
し
た
も
の
の
、

野
菜
が
大
幅
に
値
下
が
り
し
た
た
め

で
す
。四

月
は
、
前
月
に
比
べ
三
・
一
二
軒

と
大
幅
に
上
昇
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

乳
卵
が
値
下
が
り
し
た
も
の
の
、
野

菜

・
果
物
や
高
校
授
業
料

・
幼
稚
園
間

保
育
料
な
ど
の
教
育
費
、
診
察
料
、

パ
ス
代
、
外
食
な
ど
が
値
上
が
り
し

た
た
め
で
す
。

五
月
は
、
前
月
に
比
べ

0
・
五
行

の
上
昇
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

野
菜
・
果
物
が
豊
富
に
出
回
り
値
下

が
り
し
た
も
の
の
、
夏
物
衣
料
品
が

値
上
が
り
し
た
た
め
で
す
。

六
月
は
、
前
月
に
比
べ

0
・
九
行

下
落
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
塩
干
魚

介

・
乾
物
・
調
味
料
な
ど
が
値
上
が

り
し
た
も
の
の
、
前
月
に
引
き
続
き

落
し
た
た
め
で
す
。

光
熱光

熱
指
数
は
、
前
年
同
期
に
比
べ

四
・
玉
川
引
の
上
昇
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
灯
油
が
値
上
が
り
し
た
た

め
で
す
。

議被
服
指
数
は
、
前
年
同
期
に
比
べ

四
・
八
がれの
上
昇
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
衣
料
四

・四
折
、
く
つ
・
か

ぱ
ん
な
ど
身
の
回
り
品
五

・
八
許
と

上
昇
し
た
た
め
で
す
。

雑
費雑

費
指
数
は
、
前
年
同
期
に
比
べ

二一

・
五
軒
と
各
費
目
の
な
か
で
最

も
高
い
上
昇
率
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
た
ば
こ
が
四
七

・
九
軒、

教

育
費
二
三

・
三
折
、
交
通
通
信
が
一

九
・
五
折
、
理
容
衛
生
一
一
・
四
軒

な
ど
と
大
幅
に
上
昇
し
た
た
め
で
す
。

以
上
、
上
半
期
の
物
価
の
動
き
を

お
お
ま
か
に
見
た
わ
け
で
す
が
、
今

後
な
お
値
上
げ
が
見
込
ま
れ
る
も
の

も
い
く
つ
か
あ
り
、
物
価
の
動
向
は

警
戒
を
要
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

物
価
指
数
な
ど
の
く
わ
し
い

ニ
と
は
県
統
計
調
査
課
へ

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い

前月比

4% 

-2% 12月

9市平均消費者物価指数(総合)昭和45年=100 
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. 前期比
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富山市の品目別価格(7月分)

品目 銘 キ丙 単位 f(凶円J俗) た6上月昇か尋ら紛み 品目 銘 キ]J'j 単イ立 価(円格) た6月七昇かZら償み却I

食パン 普通品 1 kg 291 0 み そ 並、袋入(lkg入) l袋 257 0.81 

即ラ席ーメン 即席中華めん袋入り 100g 47 0 砂 糖 上自 1 kg 266 ム5.3

あ じ まあじ丸(長さ約15cm以上) 100g 128 56.1 レモン l個約110g、「サンキスト」 1 kg 367 ム 14.7

さ ばJ 丸(長さ約25cm-35cm) 100g 62 72.2 パナナ 1 kg 177 ム 12.0

し、 か するめいか 100g 75 25.0 ちり紙 白ちり 3号、クレープ付 800枚 157 。
牛 肉 中 100g 325 O せ洗んたく剤用 合(2成65洗kg剤入、)粒状箱入 1箱 653 。
豚 肉 中 100g 198 2.6 ベニヤ板 2ラ類ワ1等ン(材18、2c普m通X9合1c板mX、2J.7A MS ) 1枚 358 3.8 

ノ、 ム プレスハム、上 100g 178 O ワイ(シm.ャ車方ツ) ブカッロター一ド、80番ポリ手エ、ス白ア、ル普混通紡品 1枚 2.333 。
牛 手し 加工乳(200c.c入 )月極め l本 51 0 せんたく代 キ配印達、ワ、料イ金シ後ャ払ツ(いカ ッター) H交 .108 。
鶏 卵 1個約60g 1 kg 321 7.4 灯 j由 白灯油、詰替売り、配達 18.e 753 1.8 

キャベツ 1 kg 129 22.9 
フρ ロノマン

一般家庭用 10m' 3，460 9.8 ガス

ほうれん草 1 kg 784・ .319.3 ヵ自ー ソ動リ 車ン 無鉛ガソリン現金売り 1 .e 121 7.1 

大 キ艮 1 kg 85 ム35.6 理髪料 大人調髪(洗髪を含む) 1回 1，725 3.0 

大 豆 黄白豆 100g 31 
マーマネン

コールド(セ ッ トを含む) 1回 3，900 O ト千℃ 2.0 

しょう油 濃「大口手、銘特柄・び」ん詰(2t入) 1本 .430 。ノトマンッ アキ ンイスグ →ナナイイロ ン1005%~、プレーン、 l足 200 。
ズ M、15-20デニール 雑

貨
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彼
自匝

光
熱

住
居

食
料

総
合6月4， 

i主・ 生鮮食料品は上・中・下旬の平均価格、その他の品目は中旬の価格です。ム印は、マイナスを示しています。

オフ



-県政のうごき

ア同2円.まだ年間11偲棚発が可能(河11水)
I ..J-L......J~ 県水資源白書まとまる

県内の水資源、の有効利用をテーマに、 2日県水資源白書

がまとまりました。

白書によると、県内の河川流出量は年間平均 196億~。

このうち、工業用水、飲料水、農業用水などに使われてい

るのは80億~弱、 100億~以上の河川水が、使われないま

ま海に流れこんでいます。一方、 地下水の利用量は 4億 6

千万ιで、工業用水が85~，;j: を占めています。

ところで、県内では近年地下水位の低下が目立つため、

白書では、地下水への過剰な依存は期待で与ないと警告。

河川水について、 17のダムを建設することによ って、さら

に年間11億九の開発が可能としています。

ア月3日・2322品まはど1年

昨年7月3日、ソ連・伏木港定期配船の第一船コルゲフ

号が伏木港に入港してから 1年。12日には、来日したソ連

サハリン荷台骨自公団輸出入部長を迎えて記念レセプショ ンが

聞かれました。

この 1年間、対ソ輸出量は飛躍的に拡大。50年 1月-6

月が2万 2千ιであったのに対し、定期配船就航後の50年

7月一12月には 3万 1千~、ことし上半期は 3万 8千'ンと

順調に伸びています。なかでもファスナーの出荷は、太平

洋側の港に代わって、伏木港が対ソ輸出の主要港となって

います。

白 rï~rあじさい号」巡回始める
ア同5日・ 富 1rコ L...J~全国初、超音波診断の乳ガン検診車1

乳ガンの早期発見をすすめるため、県と県成人病予防協

会が導入した乳ガン集団検診車「あじさい号」が、 5日か

ら巡回を始めました。

「あじさい号」 は、超音波装置による乳ガン診断車とし

ては全国で初めてのもの今従来のものにくらべ、性能はか

なり高度化されています。県内各地の各種グループや団体

の求めに応じて(窓口は市町村)、今年度末までに 113日の

巡回をする予定です。

ア月14日・?2235?AE品諜
県生活環境部は14日、富山県を中心とした北陸三県の消

費構造基本調査結果を発表しました。

調査は、三県の物価モニターなど 284人からのアンケー

トにより、家計を中心とした消費支出の分析を行うほか、

代表的な物資を選んで生産 ・流通・消費の実態を調べたも

の。その中で、三県とも家計を節約している家庭は 7-9

旗開醐臨臨蝿醐輯瞳輔掴瞳

ア月 4 日~8月15日

割近く、特に富山県は87.6~，;j:に達するなど、物価高、収入

の伸びの低下にあえぐ家計の実情が浮き彫りにされました。

また、富山県は堅実な家計の切り盛りがなされている反面

見栄・因襲的な消費も多いとし、う興味深い事実も指摘され

ア月21日・2E2252話器へ

北陸三県が直面している重要課題を話し合う第11回北陸

地方行政連絡会議が、 21日富山市で聞かれました。

出席者は三県の知事をはじめ、各行政機関長、国側から

の来賓など 100人。中田富山県知事を議長に活発な協議が

行われ、最後に連絡会議の総意として、北陸新幹線の早期

着工と地方財政対策の 2点を意見書にまとめ国に提出する

ことを決めました。

ア月21日・慧誌き22T2T会合

県内の人口は50年の国勢調査で107万788人(官報登載)。

これは、地方自治法によって、県議会の現行定数46人を次

期選挙から 1人増の47人とする改正が可能になる数字です。

また、選挙区によ っては人口と定数のアンバランスが目立

ち始めたのが県内の現状。そこで、この定数問題を審議す

るため、先に県議会定数調査特別委が発足しましたが、そ

の初会合が21日聞かれました。

この日の質疑に答えて土岐車飼穿部長は「定数増、選挙区

別定数の増減などについて固ま った考えはない。 1年くら

いの検討期聞がほしし、」と説明。同特別委では来年 2月議

会までに結論を出す方針です。

ア月26日.栗淋副知事が転出

栗林隆一副知事(52歳)が27日付で通産省東京通産局長に

栄転、 26日に県を退職されました。

栗林氏の副知事就任は49年 4月。オイルショ ックにつづ
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献 体運動に協力しましよう 睡輔蝿輔醐

く不況のさなかで県財政の立て直しに力をつくし、特に全

国初の県技術振興基金の設立など中小企業対策に卓越した

力量を発揮されました。またおおやま国体事務局長として

大会を成功に導き、富山市南西部と周辺の土地利用計画、

高等教育機関整備推進本部なとー大型フ。ロジェクトの座長と

して計画推進に尽力する等多くの功績をあげられました。

北陸自

ア同26円.動車道富山一朝日、秋に着工
， ...o --ーー開通は57年秋に

日本道路公団は26日、北陸自動車道富山一朝日間 (49.8

~ o )を今秋着工すると発表しました。

これは県民会館で・聞いた県北陸自動車道建設推進協議会

第10回総会の席上、乙藤同公団金沢建設局長が明らかにし

たもの。同局長はさらに富山ー朝日聞のうち富山一滑川間

(20.4九)は55年秋完成、富山一朝日聞の区間開通は57年秋

になると述べました。同区間は当初、 55年秋完成が見込ま

れていたので、建設計画はちょうど 2年遅れていることに

なります。

ア月31日・22lf線離了
7月末までに県企業局の和田川工業用水配水管敷設工事

が 100~;f完成、 8 月 1 日から供給能力日量30万トJfフルに

活用できる体制が整いました。

和田川工業用水は、高岡地区と新港後背地の各工場に給

水していますが、これまでは 2号線の配水管が完全に敷設

できないために、和田川の給水能力のうち20万ιしか利用

できませんでした。今回の完成により、去る39年から総工

費約9別立円を投じて着工された同用水の施設工事はすべて

完了、今後は、 53年度に一部給水開始をめざす神通川工業

用水に全力をあげることになりました。

8月6日.県水産試験場で爆発事故
知事、夜間管理体帯属機持指示

6日夜、県水産試験場(滑川市高塚)本館で爆発事故があ

り、病理 ・生物実験室が全焼したほか、本館コンクリート

の%に亀裂が入るなどの被害が出ました。また、近くの民

家十数戸の窓カラスや障子が破れました。

同試験場はことし 6月 1日に移転したばかりで、事故原

因については調査中ですが、当直者や笹備員がいなかった

とし寸不備が指摘されました。このため中田知事は、各部

局に出先庁舎の夜間管理体制の再検討を指示、県水産試験

場を管轄している農業水産部では、通報員制の設置など防

災体制の検討に入りました。

8月7日・第29回県体聞く
一般の部で富山市25連勝

第29回県体が、 7日から 9日まで富山市などで聞かれま

した。

ことしの県体は競技水準の面で、は県新6、大会新39とほ

ぽ前年並み。一方、県民ひとり 1スポーツの普及策として

数年前からとり入れられた婦人ノ〈レーボール、 卓球、50f;;;

走などて‘参加者数の増加と技術の向上がみられ、スポーツ

が生活の中に定着しつつあることがうかがわれました。

3日聞の成績は、 1部(一般)で富山市がお連勝、2部(高

校)高岡地区、 3部(中学校)高岡市がそれぞれ 7回目と 17

回目の優勝を飾りました。

8月12日・脱出摂叩)
12日、昨年(1月-12月)の富山県の輸出実績がまとまり

ました。

50年の輸出(工業製品)額は1418億7824万円で、前年比伸

び率は 7.0;"，;j:にとどまりましたが、国全体では 0，4;"，;j:の伸

びしか示さなかったのに比べ、比較的順調に推移したとい

えます。

商品別では、輸出額の35.2:;;fを占める機械類が、前年比

21.3:;;fと前年に引き続き大幅な伸びを示しました。逆に、

49年に大きく伸びた金属、化学品が、それぞれ14~;f減、 1 5

G減となったのが、目立ちました。また地域別では、発展

途上地域への輸出が増加lし、先進地域への輸出額を初めて

上回りました。

8月12日・25fif話線で

ぐ.，
東側入口で中田知事 らが テー プカ ッ ト

富山市と県西部を結ぶ県道有沢一西二俣線の呉羽トンネ

/レ(婦中町安田、延長493f;;;)が完成、 12日開通式が行われま

した。

同線は岡市有沢から婦中町安田を経て同市西二俣までの

延長6.5ヘで、国道8号線の南側ノ〈イパス的な道路として

43年から工事が進められています。工事中最大の難所とさ

れた呉羽トンネルの完成で、婦中町安田一新湊・平岡線ま

での1.9 ~。が開通、すでに開通している同市有沢一婦中町

安田間 3.1九と合わせ、 5九となり、全延長の77:;;fが開通

しました。
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便
利
な
割
賦
販
売
、
だ
が
ト
ラ
ブ
ル
も
・
:
。

「
セ
ー
ル
ス
マ
ン
に
勧
め
ら
れ
て
契

約
し
て
し
ま
っ
た
が
、
よ
く
考
え
て
み

た
ら
不
用
の
品
だ

っ
た
」
と
か
、
「
前

払
い
で
積
み
立
て
て
お
き
、
満
期
に
な

っ
た
の
で
品
物
を
も
ら
お
う
と
し
た
ら

そ
の
機
種
は
古
く
て
も
う
な
く
な

っ
た
」

る
苦
情
が
後
を
断
ち
ま
せ
ん
。

と
言
わ
れ
た
な
ど
、
割
賦
販
売
に
関
す

割
賦
販
売
は
一
般
に
「
月
賦
」
「
ク
レ

ジ
ッ
ト
」
な
ど
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の

で
す
が
、
最
近
は
ず
い
ぶ
ん
普
及
し
て

荒谷直之介作五箇山の女達

県有美術品(絵画)紹介シリーズ図

き
て
、
全
国
的
に
は
三
世
帯
に
一
世
帯

が
利
用
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
耐

久
消
費
材
な
ど
の
高
額
商
品
を
買
い
た

し
，
刀

一
度
に
支
出
で
き
な
い
の
で
楽

し
み
を
先
取
り
し
て
、
あ
と
か
ら
分
割

払
い
し
よ
う
と
か
、
品
物
だ
け
指
定
し

て
す
こ
し
ず
つ
積
み
立
て
て
お
こ
う
と

か
、
い
ろ
い
ろ
の
利
用
法
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
割
賦
販
売
は
普
通
の
販
売

と
違
っ
て
支
払
い
期
間
が
長
期
で
あ
る

こ
と
、
家
庭
訪
問
し
た
セ
ー
ル
ス
マ
ン

が
強
引
で
あ
っ
た
り
、
説
明
を
十
分
し

な
か

っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
な
に
か

と
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
て
い
ま
す
。
割
賦

販
売
を
利
用
す
る
と
き
は
契
約
書
を
よ

く
読
ん
で
か
ら
押
印
し
ま
し
ょ
う
。

〈
契
約
書
に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
事
項
v

ω契
約
商
品
(契
約
機
種
)、

ω割
賦
販

売
価
格
、

ω賦
払
金
(掛
金
)
、

ω賦
払‘

金
の
支
払
時
期
と
方
法
、

ω商
品
の
引

渡
時
期
、
山
間
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
氏
名
、

問
問
い
合
わ
せ
等
の
窓
口
、
附
割
賦
版

売
業
者
の
氏
名
、
住
所
、
同
契
約
を
結

ぶ
際
の
購
入
者
に
対
す
る
注
意
事
項

(赤
字
で
記
載
、
赤
枠
で
囲
む
)、
側
訪

問
販
売
等
の
場
合
に
は
契
約
の
申
し
込

み
の
徹
回
等
の
告
知
事
項

(赤
字
で
記

載
、
赤
枠
で
囲
む
)、

ω所
有
権
の
移
転

に
関
す
る
定
め
が
あ
れ
ば
そ
の
内
容
、

側
で
い
う
申
し
込
み
の
徹
固
と
は
、

訪
問
販
売
や
街
角
で
セ
ー
ル
ス
に
す
す

め
ら
れ
て
申
し
込
ん
だ
場
合
は
、
申
し

込
み
ま
た
は
契
約
し
た
日
を
含
め
て
四

日
間
中
(ク

l
リ
ニ
ン
グ
オ
フ
期
間
)
の

解
約
申
し
出
な
ら
、
支
払
い
済
み
の
金

額
は
全
額
返
さ
れ
、
す
で
に
品
物
が
消

費
者
に
渡
さ
れ
て
い
る
時
で
も
、
そ
の

引
き
取
り
費
用
等
は
業
者
負
担
と
な
る

こ
と
を
い
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
業
者

の
信
頼
度
に
不
安
が
あ
れ
ば
、
解
約
申

し
込
み
は
書
留
や
配
達
証
明
付
内
容
証

明
郵
便
な
ど
の
封
書
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
言
葉
を
う
の
み
に

し
な
い
で
、
納
得
の
ゆ
く
契
約
を
す
る

ょ
、
つ
に
し
ま
し
ょ
、っ
。

交
通
事
故
防
止
の
カ
ギ
を
に
ぎ
る

の
は
ド
ラ
イ
バ
ー
の
あ
な
た
。

つ
ね

に
安
全
運
転
を
心
が
け
た
い
も
の
。

と
こ
ろ
で
、
ド
ラ
イ
バ
ー
も
人
で

あ
る
以
上
、
も
っ
て
生
ま
れ
た
さ
ま

ざ
ま
な
性
格
が
あ
り
ま
す
。
比
較
的

事
故
を
お
こ
し
や
す
い
タ
イ
プ
。
そ

う
で
な
い
タ
イ
プ
:
・:・

「運
転
適
性

検
査
」
は
、
あ
な
た
が
ど
ち
ら
の
タ

イ
プ
か
を
診
断
し
、
事
故
を
起
こ
さ

な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
ど
ん
な

点
に
注
意
す
れ
ば
よ
い
か
を
教
え
る

も
の
で
す
。

安
全
運
転
に
必
要
な
い
ろ
い
ろ
な

要
素
を
検
査
し
、
今
ま
で
気
づ
い
て

い
な
か

っ
た
運
転
上
の
欠
点
を
指
摘

し
ま
す
か
ら
、
事
故
防
止
の
上
に
非

常
に
効
果
的
で
す
。

検
査
の
種
類

①
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト

(所
要
時
間
切

分
)
主
と
し
て
性
格
的
な
面
を
み

ま
す
。

⑦
機
械
テ
ス
ト

(所
要
時
間
日
分
)

注
意
力
の
良
否
、
他
車
の
速
度
の

は
握
と
あ
せ
り
の
傾
向
な
ど
を
み

ま
す
。

③
シ
ュ
ミ
レ

l
タ

l
検
査

(所
要
時

間
間
却
分
)
模
擬
運
転
に
よ
っ
て、

運
転
上
の
欠
点
が
な
い
か
を
み
ま

す
。
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検
査
の
申
し
込
み
な
ど

受
検

・
相
談
日
時
1
土
、
目
、

祭
日

を
除
く
毎
日
午
前
9
時
1
午
後
5

時
受
検
・
相
談
場
所
1
富
山
市
高
島
位
、

県
警
本
部
運
転
免
許
課
内
、
運
転

適
性
検
査
所

(ペ

ー
パ
ー
テ
ス
ト

は
出
張
検
査
も
行
い
ま
す
)

検
査
料

1
若
干
の
実
費
が
必
要
で
す
。

申
し
込
み
先

1
県
警
本
部
運
転
免
許

課
内
、
運
転
適
性
検
査
所

(2
0
7
6
4
・引
・
2
2
1
1
内

線
6
3
1
・
3
?
と
6
3
1
・
4
0
)

ま
た
は
、
各
警
察
署
交
通
課
(係
)。

事堂落成のおり の記念作品であって、五

箇山合掌来落を背景に3人の働く 婦人像

の対話ポーズに郷趣と親しみが感じ られ、

素朴な山村女性の健康美とタ ッツケ袴に

手甲すげ傘の粧いも懐しく、郷土色豊か

な五箇山の風物情趣に愛情をかたむけて

描かれた力作である。

一一解説佐藤良正

在県強会機事堂l階ロビー

作者は富山市出身、日展評議員審査員

を歴任し、 一水会常任委員、 昭和洋画奨

励賞、みづゑ賞等に輝き現代水彩画の第

1人者である。

婦人像、裸婦などを得意と し、水彩特

有の淡白な色調と豊かな暖か昧のある筆

致に定評がある。

「五箇山の女達」は昭和46年県議会議



⑧き
@ 
②は

@ 
で‘

子
ど
も
を
健
全
に
育
て
る
た
め
に
は
、

月
一
回

J
家
庭
の
白
L

に
は
¥

家
庭
ガ
明
る
く
¥
健
康
で
あ
る
こ
と
、
ガ

*
家
族
み
ん
な
で
話
し
あ
い
ま
し
ょ
う

必
要
で
す
。
と
こ
ろ
ガ
¥
多
く
の
家
庭

*
家
族
み
ん
な
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う

は
、
家
族
そ
ろ
っ
て
話
し
あ
う
機
会
を

*
家
族
み
ん
な
ガ
協
力
し
て
¥
美
し
い

な
か
な
か
も

τな
い
状
態
に
あ
り
ま
す
。

家
庭
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

.みんなの県政9月号.M).92.企画発行

みなさんの広報課から「お知らせ」
・新聞「みんなの県政」 は4紙に登載

信用の最終工曜日lこ、北日本・富山・読売 ・北陸中

日の各新聞に、県政の最近の動きや身近なお知らせ

を載せています。

・ご相談ごとはお気軽に県民相談室へ

生活上のご相談、県政への希望、ご意見など、気軽

に次の相談室をご利用ください。

富山県県民相談室(広報課内)

干 930富山市新総曲輔?の7ft(0764)31-4111

高岡地方県民相談室

干933高岡市赤祖父211高岡総合庁舎内

包 (0766)21-94什

魚津地方県民相談室

干937魚津市新宿10-7魚津総合庁舎内

宮 (0765)24 -5311 

砺波地方県民相談室

干939-13砺波市幸町1-7砺波総合庁舎内

宮 (07633)3-5151

富山市新総曲輪1の7宮 31-4111〒930富山県知事公室広報課

. みなさんの広報課は、県庁の玄関の右側にありま

ー す。広報課は、県民のみなさんのご意見やご希望、

ご相談を受け県政に反映する く公聴係〉 と、県の施

策をみなさんに 日も早くお知らせする く広報係〉

ガあって、みなさんと県とのパイプ役としての刀お

ような仕事をしています。

.テレビ「みん芯の県政J でお楽しみくださしLコ

*北日本放送 (KNB)

岳遭の日曜日、午前9時から30分間力ラ 放送

県政ふるさとめぐり、県施策を対談・座談会などで

わかりやすく解説しています。

*富山テレビ (T34)

自週の月曜日から土曜日までの白目、午後5時455ラ

から〈土曜日のみ午後5時25分から)5分間力ラ

政送。

県からのお知らせ、郷土の伝統産業、県内¢漢術工

芸日紹介、みなさんの声などをユニークに胴差。

.月刊誌「みん怠の県政J は信用5日頃に発行

県政の施策の解説、生活知識など登載しています。
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